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[令和元年度決算審査特別委員会] 

令和元年 9月 18日(水曜日) 

午前 10時 30分開会 

――――――――――――――――――――――― 

◎付託案件 

  (1) 認定第 １号 平成 30 年度夕張市一般会

計歳入歳出決算の認定について 

  (2) 認定第 ２号 平成 30 年度夕張市国民健

康保険事業会計歳入歳出決算の認定につい

て 

  (3) 認定第 ３号 平成 30 年度夕張市市場事

業会計歳入歳出決算の認定について 

  (4) 認定第 ４号 平成 30 年度夕張市公共下

水道事業会計歳入歳出決算の認定について 

  (5) 認定第 ５号 平成 30 年度夕張市介護保

険事業会計歳入歳出決算の認定について 

  (6) 認定第 ６号 平成 30 年度夕張市後期高

齢者医療事業会計歳入歳出決算の認定につ

いて 

  (7) 認定第 ７号 平成 30 年度夕張市水道事

業会計決算の認定について 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席委員（6名） 

    千 葉    勝 君 

    君 島  孝 夫 君 

    本 田  靖 人 君 

    熊 谷  桂 子 君 

    高 間  澄 子 君 

    今 川  和 哉 君 

――――――――――――――――――――――― 

◎欠席委員（0名） 

――――――――――――――――――――――― 

◎出席参与 

 市長、板谷・大山監査委員、教育長、理事、消防

長、課長等 

――――――――――――――――――――――― 

   午前 10時 30分 開会 

●千葉委員長  おはようございます。ただいまか

ら決算審査特別委員会を開催いたします。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  本日の出席議員は 6名全員であり

ます。 

 ほかに、議長が出席されております。 

 次に、説明員の出席でありますが、市長、板谷・

大山両監査委員、教育長、理事のほか、消防長、課

長等であります。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  次に、第 3回定例市議会において

本委員会に付託された案件は、認定第 1号ないし第

7号の案件であります。 

 その審査の進め方でありますが、初めに理事者か

ら決算の概要についての説明を聴取し、理事者の説

明に対する質問並びに大綱的な質疑を行い、次に一

般会計の歳出より款ごとに各会計決算書の審査を順

次行い、最後に審査結果の取りまとめと採決を行い

たいと存じますが、そのように取り進めてよろしい

ですか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ声あり〕 

●千葉委員長  特に異議もないようでありますか

ら、そのように取り進めてまいります。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  それでは、理事者から説明を求め

ます。 

 財政課長。 

●芝木財政課長  おはようございます。 

 それでは、水道事業会計を除く平成 30年度夕張市

各会計の決算につきまして、あらかじめお示しして

います決算報告書によりご説明申し上げます。 

 まず、予算編成から決算に至るまでの経過の概要

につきまして、2ページをお開き願います。 

 平成 30年度の予算編成に当たって、本市が法のも

と財政再生計画を平成 21年度に策定した後、初めて

抜本的に見直した実質的な 2年目として、再生振替

特例債の確実な償還とあわせ、地域再生のために新

たに明確に搭載した事業を可能な限り30年度に予算

計上することで、効果的な計画の推進を図ることと
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いたしました。 

 一般会計総額においては、前年度に計上した石炭

博物館改修に要する工事請負費が30年度においては

不用となったことから、前年度当初予算と比較し約

1.2億円、1.2％の減少となったところです。 

 また、ほかの特別会計においても、財政再生計画

の年次収支計画に計上された各会計の操出金と連動

した上で、それぞれの制度に基づく適切な事業と財

源を考慮し、編成を行いました。 

 一方、国の地方財政計画においては、継続する景

気拡張により、地方税、地方譲与税が前年より 4,000

億円の増が見込まれたことから、地方交付税総額の

抑制が図られた上で、全体として一般財源の確保が

なされたところであります。 

 こうした状況のもと、平成 30年度予算の執行がス

タートしました。 

 地方交付税につきましては、年度内に交付額が決

定され、普通交付税が財政再生計画計上額を 2,252

万円上回り、特別交付税においては約 1,854万円下

回ったところであります。加えて、震災復興特別交

付税が約 1万円交付されました。 

 また、計画策定後に生じた新たな諸課題に対応す

るため、その必要性、緊急性、財源を考慮しながら、

30年度の一般会計において計 4回、総額 15億 7,839

万 8,000円の計画変更を行いました。 

 これらの変更に当たっては、国・道支出金や財政

調整基金繰り入れなどにより財源対応したところで

あります。 

 なお、計画変更総額のうち 2億 4,716万 2,000円

は、前年度生じた決算剰余金等を財政調整基金へ積

み立てする経費であり、今後の活用については、財

政再生計画に計上されたもののほか、国・道と協議

を行いながら決定していくものとなります。 

 決算において、収支均衡を見込んでいた一般会計

は、最終予算と比較すると、各事業における入札執

行、節約などによる歳出減などによって、実質収支

約 8,500万円の黒字となりました。また、特別会計

においても、全ての会計で収支均衡または黒字とな

り、今後も適正な運営を図ってまいります。 

 財政再生団体となって実質 9年目、抜本的に再生

計画を見直してからは2年目である平成30年度の予

算執行は、前述のとおり、最終的に黒字を達成する

ことができました。 

 各方面から夕張を支援していただいた皆様に感謝

を申し上げますとともに、引き続き市民の皆様のご

理解とご協力を得ながら、市民の安全・安心を守る

ため、山積する諸課題に適切に取り組んでまいりま

す。 

 次に、4 ページをお開きください。ここでは、各

会計の予算及び決算の状況を記載しております。 

 次に、5 ページをごらんください。一般会計の決

算につきましては、下段に記載のとおり、歳入決算

額 113億 843万 1,000円に対し、歳出決算額は 112

億 2,324万 9,000円となり、差し引き残額 8,518万

2,000円から繰り越し財源 8万 5,000円を差し引い

た額、8,509万 7,000円は、令和元年度に全額繰り

越しをいたしました。 

 6ページ、7ページは、款別の予算執行状況。 

 8ページ、9ページは、性質別の予算執行状況。 

 10ページは、市税の内訳。 

 11ページは、予備費充用額の内訳。 

 12ページは、社会保障 4経費及びその他社会保障

施策に要する経費を記載しております。 

 次に、13ページから 21ページまでの一般会計事

業別決算に関する調べにおいて、一般会計における

全事業の決算額、財源内訳を掲載しております。こ

こで全ての事業の説明は時間的に困難なことから、

ご参照をお願いして、個々の事業の説明を割愛させ

ていただきます。 

 続きまして、22ページ、23ページ、国民健康保険

事業会計の決算につきましては、22ページ下段に記

載のとおり、歳入決算額 14億 1,157万 5,000円、歳

出決算額 13億 1,542万 4,000円となり、差し引き残

額 9,615万 1,000円は全額基金へ積み立てました。 

 次に、24ページ、25ページ、市場事業会計の決算

につきましては、記載のとおり、歳入決算額 113万
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6,000円、歳出決算額 113万 6,000円と歳入歳出同

額となりました。 

 26ページ、27ページ、公共下水道事業会計の決算

につきましては、記載のとおり、歳入決算額2億4,222

万 3,000円、歳出決算額 2億 4,222万 3,000円と歳

入歳出同額となりました。 

 次に、28ページ、29ページ、介護保険事業会計の

決算につきましては、記載のとおり、歳入決算額 17

億4,353万6,000円、歳出決算額16億9,147万5,000

円となり、差し引き残額 5,206万 1,000円は全額基

金へ積み立てました。 

 最後、30ページ、31ページ、後期高齢者医療事業

会計の決算につきましては、記載のとおり、歳入決

算額 2億 1,546万 8,000円、歳出決算額 2億 1,329

万 6,000円となり、差し引き残額 217万 2,000円は

全額繰り越しました。 

 32ページ以降につきましては、参考資料として添

付しておりますので、ご参照ください。 

 以上で、水道事業会計を除く各会計の決算の概要

について、説明を終わります。 

 よろしくご審議の上、ご了承賜りますよう、お願

い申し上げます。 

 続けて、水道事業会計の決算を担当課長より説明

申し上げます。 

●千葉委員長 土木水道課長。 

●熊谷土木水道課長 平成 30 年度水道事業会計決

算報告の概要について、ご説明申し上げます。 

 概要版資料の 1ページでございますが、水道事業

会計決算の概要を表示したものでございます。 

 表の左側、1 の収益的収入及び支出の内訳の収入

でございますが、水道事業収益の決算額は 4億 834

万 6,000 円となり、最終予算との増減額では 88 万

8,000円の増となりました。 

 次に、支出でありますが、水道事業費の決算額は

4 億 7,653 万円となり、最終予算との増減額では

1,138万 6,000円の不用額となりました。 

 左側下段にあります収益的収入の差し引きは、税

込みで 6,818万 4,000円の不足となりました。 

 次に、右側の資本的収入及び支出の内訳でござい

ますが、収入における資本的収入の決算額は 1,109

万 9,000円となり、最終予算との増減では 5,000円

の減となりました。 

 支出でありますが、資本的支出の決算額は 8,771

万円となり、最終予算との増減額では 371万 1,000

円の不用額となりました。 

 右側中段にございます資本的収支の差し引きは、

7,661万 1,000円の不足になったところでございま

す。 

 次に、3 の相対収支でございますが、収益的収支

と資本的収支を合わせた総収支では 1 億 4,479 万

5,000円の不足となるものでございます。 

 次に、4 の当年度累積資金過不足額でございます

が、（ア）の総収支差引額 1億 4,479万 5,000円の

不足に対し、当年度損益勘定留保資金などを補塡し

た結果、（オ）の単年度資金過不足額は4,107万6,000

円の資金余剰となり、前年度の資金余剰金2億3,386

万 6,000円を加えた（キ）の当該年度累積資金過不

足額は 2億 7,494万 2,000円の資金余剰となりまし

た。 

 次に、資料の 2ページ、水道事業会計年度別収支

比較表でございます。 

 本表は、平成 25年度から平成 30年度までの収支

比較表であり、表の右側の集計は前年度と比較した

ものを記載してございます。 

 前年度比較において、収益的収支の収入につきま

しては、収入の計で前年度より 587万 3,000円の減

となりました。この主なものは、営業外収益の他会

計負担金の減によるものでございます。 

 また、支出では、前年度より 917万 6,000円の減

となり、この主なものは営業費用の減価償却の減に

よるものでございます。 

 資本的収支では、メーター更新事業が、収入では

補修工事に伴う負担金がそれぞれ減となったのが主

なものでございます。 

 次に、資料の 3ページ、年度別給水収益調でござ

いますが、平成 25年度から平成 30年度までの給水
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収益の内訳を比較したものでございます。表右側が

前年度と比較したものでありますので、ご参照願い

ます。 

 次に、資料 4ページ、給水収益構成比調でござい

ますが、給水収益の構成比を前年度決算数値と比較

したものでございます。ご参照願います。 

 次に、資料 5ページでありますが、平成 30年度の

未収金の内訳でございます。決算では、未収金の額

は 3月 31日現在のものであり、営業収益における未

集金額は 8,650万 4,000円となり、営業外収益の未

収金57万8,000円を加えた水道事業収益の未収金の

合計は 8,708万 2,000円となります。 

 平成30年度の3月末と5月末における営業収益の

未収金でございますが、差し引きで 4,955万 8,000

円の差がございます。これは、現在メーター検針を

奇数月の隔月検針としていることから、2 月分が 4

月末、3月分が 5月末の納期となるため、その分が

納付されることによって未収金の差が生じるもので

ございます。したがって、実質の未収金は、5 月末

の納期までに納付されたものを差し引きしますと、

営業収益の未収金額の計は 3,752万 4,000円となり

ます。 

 また、給水収益の 30年度と 29年度の 5月末で比

較した場合、現年度で 294万 2,000円の減、また、

他年度では 1万 2,000円の減となり、収納率では現

年度で93.4％、他年度では80％となってございます。 

 次に、資料 6ページ、水道使用料滞納状況の一覧

表でございますが、この表は、滞納原因などについ

て前年度と比較したものでございます。 

 表の右側、平成 30年度の滞納件数の合計は、3,669

件、金額で 3,752万 4,000円でございます。その中

で区分 4、その他の件数 3,487件のうち、（Ｂ）の

口座振替などによる一時的未納については、5 月末

までに市に納付された分 3,118 件、1,681 万 2,000

円が一時的納付として含まれてございます。この分

を除いた未納額の合計は下段に記載してございます

米印の 4、その他（Ｂ）を除いた未納額の合計で 551

件、2,071万 2,000円が実質的な未納額となるもの

でございます。 

 また、下水道料金につきましても、水道料金と同

じく奇数月検針でございますので、5 月末までに納

付されない口座振替などの一時的な未納を除いたも

のが水道使用料と同じく、実質的な未納額としてい

るところでございます。 

 以上で、資料の説明をいたしましたが、今後も未

収金対策や経常経費の節約に努め、資金収支の均衡

を図るとともに、安定した水道の供給に努めてまい

りますので、よろしくご審議の上、ご了承賜ります

ようお願い申し上げます。 

 以上で、説明を終わります。 

●千葉委員長 税務課長。 

●池下税務課長 平成30年度決算における市税等滞

納状況について、配付しております資料によりご説

明させていただきます。 

 この資料は、平成 30年度決算時における市の主な

未収金である市税や国民健康保険料など13科目につ

いて、滞納原因別に分析し、滞納件数、金額を一覧

にまとめたものであります。これら未納対策の基本

方針といたしまして、昨年同様、各担当部署におい

て新たな滞納をふやさないよう、さまざまな形で未

収金の減少や滞納者対策に努力を重ね、平成 30年度

決算における滞納状況は、2,026件、5億 4,044万円

となっており、前年度と比較し、191件、3,615万円

の減となり、平成23年度決算以降、8年連続で件数、

金額ともに減少となったところであります。 

 以上です。 

●千葉委員長 それでは、初めに説明に対する質問

を受けてまいります。 

 質問のある方は挙手をお願いします。 

 君島委員。 

●君島委員 市税の滞納状況について今ご説明があ

りましたが、増減が 3,615万 2,000円となっており

ますが、大分昨年と比べて減ってはおりますが、ど

のような徴収方法をとっておるのか、お聞きしたい

と思います。 

●千葉委員長 税務課長。 
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●池下税務課長 私のほうで、税の関係、保険税の

関係をお話しさせていただきますと、昨年度、税の

関係でいきますと、300 万円ほど前年と比較してふ

えていたのですけれども、昨年の報告では、29年度

の決算ですね、29年度のときはベテランの職員が退

職し、新たに配置された職員、この者がやはり研修

等を重ねたりしないとなかなか難しい部分がありま

して、そういうものも重ねて、きめ細やかな納付相

談を行ったり、徹底した財産調査等を行い、差し押

さえ等も行って、対応したところであります。 

●千葉委員長 君島委員。 

●君島委員 何人ぐらいで今徴収に当たっておられ

るのでしょうか。 

●千葉委員長 税務課長。 

●池下税務課長 税務課でいきますと、収納係は職

員 3名、それに臨時職員、これは徴収職員、嘱託職

員なのですが、2名で収納対応を行っております。 

●千葉委員長 君島委員。 

●君島委員 わかりました。ありがとうございます。 

●千葉委員長 ほかにございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ声あり〕 

●千葉委員長 ないようですので、次に、大綱的な

質疑に入ります。 

 質問のある方。 

 高間委員。 

●高間委員 平成30年度の地域おこし協力隊がかか

わっている事業についての内容でお聞きしたいと思

います。 

 まず初めに、地域おこし協力隊の皆様には、志を

持って夕張市に来て、地域振興にご協力いただいて

いることに私ども一堂心より感謝をいたしておると

ころでございます。 

 内容に入りますけれども、地域おこし協力隊につ

いては、複数の課に採用され、それぞれの事業に携

わっていただいていると思います。 

 そこで、平成 30年度に実施した地域おこし協力隊

がかかわっている事業についての評価と効果につい

てをお伺いいたします。 

 教育委員会所管については教育長に、そしてその

ほかについては市長にそれぞれお伺いをいたします。 

●千葉委員長 市長。 

●厚谷市長 高間委員のご質問にお答えいたします。 

 平成30年度に実施いたしました地域おこし協力隊

がかかわっている事業についてですが、市長部局所

管の事業においては、主に 3つの分野で計 7名の地

域おこし協力隊の方々にご活躍いただいたところで

ございます。 

 各分野における具体的な取り組み内容について簡

単に申し上げますと、まず、夕張高校魅力化事業に

おいて、3 名の方々に市が設置した公設塾の講師と

して生徒への個別学習指導等の実施、それから次に、

関わり人口創出事業において、1 名の方に関わり人

口を活用した集落コミュニティの再構築に向けた取

り組み支援等の実施、最後に、観光振興事業におい

て、3 名の方々に市のホームページやフェイスブッ

ク等による観光情報や物産情報の発信、各種イベン

トや観光施設におけるＰＲ活動等の実施といった取

り組みをそれぞれ行っていただいたところでござい

ます。 

 いずれの事業においても、各隊員が粘り強く活動

いただいたと伺っておりまして、一定程度事業の進

捗にも寄与していただいたものと認識しております。 

 以上でございます。 

●千葉委員長 教育長。 

●今教育長 続きまして、教育委員会が所管する地

域おこし協力隊のかかわった事業についてご説明を

申し上げます。 

 この事業につきましては、3事業、計 6名の地域

おこし協力隊を雇用してございます。 

 まず、ＮＰＯ法人夕張市体育協会支援として 2名

雇用してございまして、ゆうばり文化スポーツセン

ターの指定管理者である体育協会の業務支援とか、

本年 4月に正式に設立いたしました総合型地域スポ

ーツクラブの設立準備にも携わっていただいており

ます。 

 次に、子ども・子育て支援として 2名雇用してご
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ざいまして、子どもの居場所づくりとして、クレヨ

ン会、こども食堂の実施、また、学習支援としてゆ

うばり小学校において、サポートスタディやマンツ

ーマンオンライン英会話の補助を行っているところ

でございます。 

 最後でございますが、文化振興支援として 2名雇

用してございまして、石炭博物館リニューアルオー

プン後の地域文化振興のため、博物館の運営支援及

び学芸業務、また、博物館と地域をつなぐ企画立案

の実施等を行っていただいているところでございま

す。 

 いずれの事業においても、各地域おこし協力隊が

それぞれの業務において懸命に活動していただいて

おり、事業の推進にも十分寄与していただいている

というふうに認識しているところでございます。 

 以上でございます。 

●千葉委員長 高間委員。 

●高間委員 ありがとうございました。 

 今お答えいただいた中で、市長から言われた観光

の部分なのですけれども、観光の一元化についてと

いうことで、以前に市のほうからの説明を、市の中

に事務局を置くという、そういう説明を聞いており

ます。地域振興課にかわって、この観光の一元化が

今どのように取り組んでいらっしゃるのか、進捗状

況をお伺いしたいと思います。 

●千葉委員長 課長。 

●福富地域振興課長 高間委員のご質問にお答えい

たします。現在、観光組織の一元化につきましては、

今までの情報などが、幾つも組織がありましたので、

なかなかわかりにくいという声がございまして、そ

れで、一元化ということでこれまで進めてきたとこ

ろでございます。 

 それで現在、プロモーション協議会がございまし

たが、こちらを組織化いたしまして進めているとこ

ろでございます。組織の一元化といいましても、各

組織を全てまとめたわけではなくて、各組織皆さん

頑張っていただきながら、情報などにつきましては、

やはり統一して発信したほうがいいということで、

現在、プロモーションの組織のほうが中心となって

進めているというところでございます。 

 以上でございます。 

●千葉委員長 高間委員。 

●高間委員 ありがとうございました。 

 そうですね。これは 30年度ではないのですけれど

も、ことしも既に関わり人口の中でやめた事業もあ

るように聞いてはおりますが、地域おこし協力隊は

最長 3年務める方もいらっしゃいますし、1年で終

えられる協力隊の方もおられます。そういう中で、

地域おこし協力隊が終了されるときとか、また途中

経過、そういう報告も含めて、都度やはり議会のほ

うに報告をいただけると、私たちもこの内容がより

わかります。さっきの最初のほうに話したように、

突如この事業がやめられているというのも周りから

聞くということもありますので、変化があったとき

には、まず議会のほうに報告いただければと、今後

そんなふうにお願いをしたいなと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

●千葉委員長 ほかに質問はございませんか。 

 本田委員。 

●本田委員 私のほうからは、ふるさと納税の有効

活用について質問してまいりたいと思います。 

 夕張まちづくり寄附条例、平成 30年度報告書によ

りますと、平成30年度の寄附受け入れ額は3億4,256

万 2,206円となりました。 

 まずは、こんなにも多くのご寄附をお寄せいただ

いた寄附者の皆様に心から感謝を申し上げたいと思

います。 

 さて、本市において、3 億円を超える多額の寄附

がまちの再生を支える貴重な財源となっていること

は言うまでもありません。財政再生計画を計画どお

りに遂行していく上で、ふるさと納税の確保は非常

に重要であると考えます。こうした視点から、ふる

さと納税について、何点かの質問をしてまいりたい

と思います。 

 平成 30年度の寄附受け入れ額は、前年度よりも約

1,750 万円の減額となりました。まずは、この寄附
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受け入れ額の減少の原因と、ここの対策についての

市長の見解を伺います。 

●千葉委員長 市長。 

●厚谷市長 本田委員のご質問にお答えいたします。

本市におけるふるさと納税を初めとした皆様からの

ご寄附につきましては、例年多くのご支援をいただ

いているところであり、財政再生中の本市にとって、

まちづくりのための大変貴重な財源となっていると

ころでございます。 

 特に、直近 3カ年度の寄附額を見た場合には、委

員ご指摘のとおり、平成 30年度は前年度と比べて若

干の減少をしてはいますが、3年連続で 3億円を超

えるなど、一定程度多くのご支援をいただいている

ものと認識してございます。 

 引き続き、寄附者の方々との関係を継続しつつ、

一人でも多くの方に本市を応援していただけるよう、

本市ならではの魅力ある取り組みを行っていくとと

もに、情報の発信に努めてまいります。 

 以上でございます。 

●千葉委員長 本田委員。 

●本田委員 今、市長のご答弁の中にもありました

が、平成 30年度においては、若干の減少ということ

でありましたが、先ほど私が質問の中で、1,750 万

円の減額というお話をさせていただきましたが、こ

れはガバメントクラウドファンディングの夕張高校

の魅力化の金額が、こちらが予想していた金額より

もはるかに多く、2,000 万円を超えるご寄附をいた

だいたというところの反動があったというところで、

実際には 120万円程度の減少ということでほぼ横ば

い。担当課に確認をしましたところ、今年度のこれ

まで 8月末時点でのふるさと納税に関しては、1,000

万円を超える前年度比の増額ということで、多くの

ふるさと納税が集まり続けていると言えると思いま

す。これについては、今、市長のご答弁にもありま

したように、魅力ある地域再生の事業への取り組み

と情報発信ということで、その点について職員の皆

様が非常に前向きに、また有効な活動をしていただ

いている証拠なのかなということで敬意を表したい

と思います。 

 ただ、今、国のほうの制度も若干変わり、ふるさ

と納税のあり方といいますか、より一層、モノから

コトへという流れが続いていく中で、本市において

は、先ほど申し上げたとおり、ふるさと納税の確保

が非常に重要だという観点から、ふるさと納税の有

効活用について、質問を進めてまいりたいと思いま

すが、まず前提として 2点申し上げておきたいと思

います。 

 まず、ご寄附をいただいたお金がたくさんあるか

らといって、すぐに使ってしまおうというような考

えではなく、あくまで財政規律を保つことが重要で

あるということは認識をしております。 

 次に、寄附の活用状況を判断する上で、会計年度

の問題があろうかと思います。つまり、平成 30年度

に受け入れた寄附を平成30年度中に活用するという

ことには仕組み上なかなかなりづらいことから、こ

の後に申し上げる金額対比については、平成 29年度

に受け入れた寄附に対し、平成 30年度に幾ら活用し

たかという比較の仕方をしております。 

 もちろん、寄附の分野や事業内容によっては執行

するまでに時間を要するものがあることも理解をし

ていることをあらかじめ申し上げておきたいと思い

ます。 

 こうした前提に基づいて、教育長にお伺いをした

いと思います。幸福の黄色いハンカチ基金の内訳を

見ますと、夕張市の地域再生及び住民の福祉の増進

に必要な事業の分野に関しては、寄附額が約 2 億

1,900 万円の寄附に対して、ハンカチ基金の活用は

約 1億 5,365万円ということで、約 70.2％に相当し

ています。 

 また、高齢者や障がい者等の生活支援活動、住民

の健康保持等に関する活動及び住民自治活動の維持

に関する事業の分野においては約 1,870万円の寄附

に対して、ハンカチ基金の活用は 2,578 万円、約

137.9％の活用状況となっています。 

 これに対して、教育関係の寄附と考えられます子

どもたちの健全な育成に関する事業への寄附が約
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7,269 万円。この寄附に対してハンカチ基金の活用

は約 235万円ということで、約 3.2％にとどまって

います。 

 教育長は、この現状について、どのように捉えて

いるのか、伺います。 

●千葉委員長 教育長。 

●今教育長 本田委員のご質問にお答えいたします。 

 委員のお話の中にございます、年度のご寄附をそ

の年度に活用させていただくということについては、

無理があるということでございますので、次の年度

での活用という結果から申し上げると、28年度の寄

附額、これは子どもたちの健全な育成に関する事業

の寄附額は 5,300万円ほどでございます。それに対

しての活用が、次の年度、29年度においては 64万

9,000 円、約 64 万円程度でございます。また、29

年度の寄附額に対して、30 年度の活用については、

委員のご指摘のとおりでございます。 

 その現状をどのように捉えているかということで

ございますが、今後の夕張市の理念、またあり方と

いうことにおいて、子どもたちを中心とする人づく

りに力を傾注していかなければいけないというふう

に考えて、今まさにそのように考えているところで

ございます。その人づくりにおいては、教育が欠か

せなく、今までその予算獲得に力を発揮できなかっ

たことを痛感しております。 

 以上でございます。 

●千葉委員長 本田委員。 

●本田委員 ただいまの教育長のご答弁をお聞きし

ますと、予算の獲得に力が発揮できなかったと。そ

ういったことから、このふるさと納税でいただいて

います子どもたちへの寄附を有効に活用できていな

い状況があるといったご答弁だったかと思いますが、

先ほど申し上げました夕張まちづくり寄附条例の平

成 30年度報告書の中には、平成 19年度からこれま

での平成 30年 3月 31日までの寄附額の累計も基金

の残額として表に記されています。 

 これまでの累計の寄附額と取り崩し額について比

較をする。つまり、どのぐらい活用されてきたのか

という割合について見てみますと、市民の文化・ス

ポーツ活動の推進に関する事業が約 7割、高齢者や

障がい者の生活支援活動、住民の健康保持等に関す

る活動及び住民自治活動の維持に関する事業で約 6

割、夕張市の地域再生及び住民の福祉の増進に広く

活用が約 5割となっています。これに対して、子ど

もたちの健全な育成に関する事業では14.7％と2割

にも満たない実績となっているということがわかり

ます。 

 もちろん、これまでの実績でありますから、これ

は、現厚谷市長の実績ということではなく、これま

での積み重ねということになろうかと思いますが、

この点について、市長はどのようにお考えになるの

か、伺いたいと思います。 

●千葉委員長 市長。 

●厚谷市長 本田委員のほうからご質問がありまし

た子どもたちの健全な育成に関する事業について、

これは教育課が所管する事業のほかにもございます

ので、総括して答弁をさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、平成 28年度末に抜本的に見直しをした財政

再生計画におきましては、毎年 1億 5,000万円のハ

ンカチ基金からの取り崩しを行うこととしておりま

して、そのため、市が努力する分として、最低 1億

円の寄附を令和 8年度まで毎年いただくとしたこと

で、再生計画の期間の収支を合わせてございます。 

 しかしながら、30 年度当初予算編成においては、

一般財源の不足から、当初想定していた 1億 5,000

万円を大幅に上回る 3億 1,600万円の取り崩しが必

要になり、そのうち、子どもたちの健全な育成に関

する分野におきましては、3,900 万円をハンカチ基

金から取り崩すことで予算立てをしたところでござ

います。 

 ところが、年度途中におきまして、国の予算に若

干の余裕が出ましたことから、前年度に引き続き、

市の過疎債、ソフト事業分でございますけれども、

この借入額を増額する要望が認められ、3 月補正予

算におきまして、皆様の議決により、ハンカチ基金
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繰入金を充当した多くの事業の財源、これを過疎債

に振り替えることができました。 

 結果といたしまして、当初予算で 3,900万円を取

り崩すこととした子どもたちの健全な育成分野が決

算ベースでは 230万円の取り崩しで済んだため、必

要な財源を次年度以降に残すことが可能となったわ

けでございます。 

 この分野につきましては、近年寄附が多く集まっ

ているジャンルでございまして、30年度末の残額は

2億 5,300万円ほどとなってございます。 

 一方で、既に実施している子ども関連の事業にお

いても、今後一般財源を多額に必要とするものが見

込まれておりまして、現に令和元年度予算において、

現時点で 5,800万円、この分野で取り崩す予定でご

ざいます。 

 このことによりまして、今回の決算において、次

年度以降の活用に備えて基金をとっておくという目

的で財源を振り替えたものでございまして、該当す

る分野での活用事業が少なかったわけではないとい

うのが実態というふうに受けとめております。 

 以上でございます。 

●千葉委員長 本田委員。 

●本田委員 ただいまの市長の答弁によりますと、

きちっと子どもたちのためにもお金を使っています

といったような趣旨になろうかと思いますが、重要

なのは、寄附者の方々の寄附実感、寄附者満足とで

もいいましょうか。そういったことが必要だと私は

考えます。寄附した方々が、私たちが寄附したお金

がどのように子どもたちに使われているのかという

ことが見えるということが非常に重要だというふう

に私は考えておりますが、数字でいきますと、予算

を組んでいたけれども、いろいろあって 230万円の

支出にとどめることができたと。次年度以降に有効

活用していくんだよといった考えであるということ

はよくわかったのですが、教育長にお伺いをしたい

のですが、今の市長のご答弁でいくと、次年度以降

はちゃんと子どもたちのためにこのふるさと納税も

活用していくつもりだというようなお話であります

が、こういったふるさと納税を活用した具体的な、

魅力的な教育施策について何か具体的なことをお考

えになっているのかどうか、お伺いしたいと思いま

す。 

●千葉委員長 教育長。 

●今教育長 本田委員の再質問にお答えを申し上げ

ます。 

 来年度に小学校においては、プログラミング教育

の推進に力を入れるとしております。それによって、

全教科のプログラミング教育が推進されていかなけ

ればいけない、このような現状になっています。そ

の観点から申し上げますと、子どもたちの教育環境、

これは情報教育が万全な状態になっているというこ

とが大変重要であろうというふうに認識してござい

ます。 

 ＩＣＴ教育の推進というのは、子どもたちの将来

にとって必要不可欠なものであって、また今、大変

問題になっている、課題になっております学力向上

という点からいっても、よい影響が与えられるもの

というふうに思っています。 

 今現在、小学校、中学校ともにタブレットが 40

台ずつ設置はされているものの、ただ、その 1学年

が、1 学級がタブレットを使用することによって、

他のクラスが使用できないという不都合な状態が生

じてしまう。このようなことになることから、近い

将来、こういったＩＣＴ教育の環境というものの整

備をしていかなければいけないというふうに考えて

いるのが、私の今の率直な考えでございます。 

 以上です。 

●千葉委員長 本田委員、30年度決算の総括的な質

問であると思いますので、今のあれは今後の、31年

度以降の事業の教育長の答弁かなと思います。その

辺を配慮して質問をしていただければと思います。

よろしくお願いします。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時１８分 休憩 

午前１１時２０分 再開 

●千葉委員長 会議を再開いたします。 
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 市長。 

●厚谷市長 本田委員の再質問と、それから、ただ

いま教育長のほうから答弁いたしました内容につい

て、私のほうからも答弁をつけ加えさせていただき

たいと思います。 

 それで、今後のふるさと納税の活用についてとい

うことで、ただいま教育長のほうから答弁がござい

まして、その中で、新年度に行おうというふうにお

考えの事業の一端についても述べられていたわけで

ございますけれども、委員もご承知いただいており

ますとおり、令和 2年度の予算編成についてはこれ

から行われるという状況でございまして、その状況

の中で、私ども市といたしましては、総体的に考え

ていかなければならないというふうに思ってござい

ます。 

 ご承知をいただいておりますとおり、教育費につ

きましても、一般会計に属するという会計でござい

ます。これは多くの市民の皆様方に公平に予算を配

分していくという使命を帯びているというふうに認

識してございますので、その全体の中で、必要な事

業、進めていくべき事業、そういうものについては、

当然、幸福の黄色いハンカチ基金の活用というもの

も想定されますけれども、具体的な取り扱いにつき

ましては、今後の予算編成の中でしっかりと取り組

んでまいりたいと考えておりますので、個別的に先

ほど教育長から答弁がありました部分については、

教育長がお考えの思いということで、作業の具体的

なことについては、これから取り進めていくことに

なるということについて述べさせていただきたいと

思います。 

 以上です。 

●千葉委員長  本田委員。 

●本田委員  私の質問に一部決算特別委員会にそ

ぐわないといった内容があったものということで、

その点についてはおわび申し上げたいと思います。 

 ただ、最後に一つ申し上げたいのは、平成 30年度

の決算、今回も黒字ということで、まちの再生に向

けて、今後も引き続き市政運営をしっかりとお願い

したいという中で、ふるさと納税が非常に重要な財

源になっているということを再認識をしていただき、

冒頭にも申し上げたとおり、ふるさと納税はモノか

らコトへと変わってきているということを職員の皆

様にも再認識をいただき、今後も財政規律を保ちな

がら、地域再生に向けて前進をしていきたいという

ふうに考えておりますので、その点もよろしくお願

いしたいと思います。 

 以上で終わります。 

   [発言する者なし] 

●千葉委員長  以上で、説明に対する質問、並び

に大綱的な質疑が終わりましたので、決算書の一般

会計の歳出より審査してまいります。 

 2ページから 25ページまでの間には、各会計の決

算状況が記載されておりますが、款項のみでありま

すので、事項別明細書によって審査してまいります。 

 85ページをお開きください。 

 1款議会費、86ページまでであります。 

   [発言する者なし] 

●千葉委員長  2款総務費、87ページから 102ペ

ージまでです。 

 今川委員。 

●今川委員  95ページ、地域振興費、13節委託料

についてお聞きいたします。 

 こちらは、関わり人口プラットフォーム整備委託

料及び関わり人口交流促進業務委託料というふうに

上がっておりますが、これらの関わり人口創出関連

事業の効果はどのような方法にて検証しているか、

また、どの程度の効果が発揮されているかについて

お聞きいたします。 

●千葉委員長  地域振興課長。 

●福富地域振興課長  今川委員のご質問にお答え

いたします。 

 関係人口がどういうふうな指標を用いて、その効

果というものをはかっているかというご質問かと思

いますけれども、こちらは、いわば夕張ライカーズ

という、何といいますか、かかわっていただく方々

を登録するというものを今しておりまして、その登
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録いただいた方に名刺をお配りするというような事

業を行っているのですけど、こちらの方法によって、

かかわっていただいた方の効果といいますか、数と

いうものを把握しているところでございます。 

●千葉委員長  今川委員。 

●今川委員  名刺の配付数によって人数を把握し

ているというような形かと思いますけれども、こう

いった単に人数だけではなく、地域の経済効果だっ

たりだとか、その後、定住につながったかという実

質的な効果検証のほうも必要ではないかと考えます

が、そういった観点での検証はなされていないので

しょうか。 

●千葉委員長  地域振興課長。 

●福富地域振興課長  今川委員のご質問にお答え

いたします。 

 なかなか経済効果でありますとかというところに

つきましては、なかなかすぐにははかれない部分も

ございますので、ちょっと長期的な観点で見ながら、

どういった指標がいいのかというところも、さまざ

まな観点から検討していければというふうに考えて

おります。 

●千葉委員長  今川委員。 

●今川委員  ありがとうございます。 

 今後、長い視点になるかと思いますが、そういっ

た観点での検証もよろしくお願いできればと思いま

す。 

 以上です。 

●千葉委員長  ほかにございませんか。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  3 款民生費、103 ページから 114

ページまで。 

 熊谷委員。 

●熊谷委員  社会福祉費かと思うのですけれども、

新婚生活支援事業 300万円が予算書にはあったので

すが、これはゼロということで決算書には載らない

という状況になっています。このことについて説明

をお願いいたします。 

●千葉委員長  教育課長。 

●押野見教育課長  熊谷委員のご質問にお答えい

たします。結婚新生活支援事業でございますが、当

初見込み10件で300万円予算計上しておりましたが、

相談には数件来られましたが、さまざまな条件がご

ざいますので、その条件に合致しないということか

ら、申請がゼロ件であったということでございます。 

 以上でございます。 

●千葉委員長 熊谷委員。 

●熊谷委員 条件については、どういったところが

ネックになっているのでしょうか。 

●千葉委員長  教育課長。 

●押野見教育課長  事業の対象基準でございます

が、年齢が 34歳以下であること、あとネックは、夫

婦の合計の所得が 340万円未満であるということが

基本的には大きいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

●千葉委員長  熊谷委員。 

●熊谷委員  そういった条件の緩和については、

することはできるのでしょうか。 

●千葉委員長  教育課長。 

●押野見教育課長  熊谷委員の再質問にお答えい

たします。 

 基本的に、これは国の補助事業でございますので、

市独自政策として基準の緩和ということは不可能で

はございませんが、現段階では国の基準に合わせて、

国の補助金を活用しながら事業展開しておりますの

で、実際に市民のニーズといいますか、そういう状

況と本来この結婚新生活事業が合致しているのかど

うかというところも含めて、今後検証していきたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

●千葉委員長  熊谷委員。 

●熊谷委員  若い人たちの定住人口をふやしたい

という、そういう思いが強くあるわけですから、ぜ

ひその方向で今後よろしくお願いしたいと思います。 

●千葉委員長  ほかにございませんか。 

 熊谷委員。 

●熊谷委員  高齢者の福祉除雪について伺います。 
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 106 ページの一番上の段だと思いますけれども、

これが予算では 253万 5,000円でしたが、実績とし

ては 70万 7,000円ということになっています。これ

について説明をお願いします。 

●千葉委員長  課長。 

●堀生活福祉課長  熊谷委員のご質問にお答えい

たします。 

 除雪費、予算に対して少なくなっているのは、雪

の少雪の関係で、このような額になっているという、

あと、申請件数も減っているということでございま

す。 

 以上です。 

●千葉委員長  熊谷委員。 

●熊谷委員  雪が少なかったというのは、ちょっ

と不思議な感じがします。それと、申請が減ってい

るというのは、どういうところに原因があるのでし

ょうか。 

●千葉委員長  生活福祉課長。 

●堀生活福祉課長  熊谷委員の再質問にお答えし

ます。 

 絶対数が、件数が減っているという認識で捉えて

います。 

●千葉委員長  熊谷委員。 

●熊谷委員  実際に使われている方からの話を伺

いますと、お願いしてもなかなか人が足りないのか

来てもらえないというような声もちらっと聞くので

すけれども、そういったことはないのでしょうか。 

●千葉委員長  生活福祉課長。 

●堀生活福祉課長  熊谷委員の再質問にお答えし

ます。 

 市のほうには直接そのような情報は入ってきてお

りません。 

●千葉委員長  ほかにございませんか。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  4 款衛生費、115 ページから 122

ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、5款農林業費、123ページから

126ページ。 

 本田委員。 

●本田委員  125ページ、2項林業振興費の 15節

工事請負費なのですが、約 4,700万円の不用額が出

ていますが、予定をしていた何かしらの事業を実施

しなかったのかどうか、お伺いします。 

●千葉委員長  地域振興課長。 

●福富地域振興課長  本田委員のご質問にお答え

いたします。 

 こちらにつきまして、植栽する苗木、キハダでご

ざいますけど、こちらが昨年、ちょっと育成が悪か

ったということがございまして、想定よりも 7割程

度のものにとどまったということが理由の一つでは

ございます。 

 以上でございます。 

●千葉委員長  本田委員。 

●本田委員  育ちが悪かったので、お金がかから

なかったということでしょうか。 

●千葉委員長  地域振興課長。 

●福富地域振興課長  本田委員の再質問にお答え

いたします。 

 こちら植栽事業でございますけれども、想定より

も苗木が手に入らなかったというところでございま

す。 

●千葉委員長  ほかにございませんか。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、6 款商工費、127 ページから

128ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、7 款土木費、129 ページから

136ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、8 款消防費、137 ページから

141ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、9 款教育費、142 ページから

156ページまで。 

   〔発言する者なし〕 
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●千葉委員長  次、10款公債費、157ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、11款諸支出金、158ページか

ら 159ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、12款予備費、160ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、13款災害復旧費、161ペー

ジから 162ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  以上で歳出が終わりましたので、

次に、歳入に入ります。33ページをお開きください。 

 1款市税、36ページまでであります。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、2款地方譲与税、37ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、3款利子割交付金、38ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、4款配当割交付金、39ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、5款株式等譲渡所得割交付金、

40ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、6款地方消費税交付金、41ペ

ージ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、7 款自動車取得税交付金、42

ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●堀生活福祉課長  次、8 款地方特例交付金、43

ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、9款地方交付税、44ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、10款交通安全対策特別交付金、

45ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次、11 款分担金及び負担金、46

ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、12款使用料及び手数料、47

ページから 52ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、13款国庫支出金、53ページ

から 58ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、14款道支出金、59ページか

ら 67ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、15款財産収入、68ページか

ら 70ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、16款寄附金、71ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、17款繰入金、72ページから

73ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、18款繰越金、74ページ。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、19款諸収入、75ページから

79ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、20 款市債、80 ページから

82ページまで。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  次に、163 ページをお開きくださ

い。このページには実質収支に関する調書が、また、

164ページから 165ページの間には、職員手当等の

内訳が記載されておりますので、ごらんください。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  次に、国民健康保険事業会計に入

ります。 

 178ページをお開きください。このページから 189

ページまで、歳出であります。 

 質問、ありませんか。 

   〔発言する者なし〕 
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●千葉委員長  以上で、歳出が終わりましたので、

歳入に入ります。168ページから 175ページまでで

あります。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  質問がありませんので、以上で歳

入が終わりましたので、190 ページをお開きくださ

い。このページには、実質収支に関する調書並びに

職員手当等の内訳が記載されておりますので、ごら

んください。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  次に、市場事業会計に入ります。 

 200 ページをお開きください。このページが歳出

であります。 

 質問等はありませんか。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  以上で歳出は終わりましたので、

次に歳入に入りますが、193ページから 197ページ

までであります。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  歳入が終わりましたので、201 ペ

ージをお開きください。このページには、実質収支

に関する調書が記載されておりますので、ごらんく

ださい。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  次に、公共下水道事業会計に入り

ます。 

 211ページをお開きください。このページから 215

ページまで、歳出であります。 

 質疑ございませんか。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  以上で歳出が終わりましたので、

歳入に入ります。 

 204ページから 208ページまでです。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  歳入が終わりましたので、216 ペ

ージをごらんください。このページには、実質収支

に関する調書並びに職員手当等の内訳が記載されて

おりますので、ごらんください。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  次に、介護保険事業会計に入りま

す。 

 232ページをお開きください。このページから 246

ページまで、歳出であります。 

 質疑等ございませんか。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  以上で歳出が終わりましたので、

歳入に入ります。 

 219ページから 229ページまでであります。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  歳入が終わりましたので、247 ペ

ージをお開きください。このページには、実質収支

に関する調書並びに職員手当等の内訳が記載されて

おりますので、ごらんください。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  次に、後期高齢者医療事業会計に

入ります。 

 257ページをお開きください。このページから 261

ページまで、歳出であります。 

 質疑ございませんか。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  以上で歳出が終わりましたので、

歳入に入ります。 

 250ページから 254ページまでです。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  歳入が終わりましたので、262 ペ

ージをお開きください。このページには、実質収支

に関する調書並びに職員手当等の内訳が記載されて

おりますので、ごらんください。 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  次に、水道事業会計について、一

括して審査に入ります。 

 質疑ございませんか。 

   〔発言する者なし〕 

――――――――――――――――――――――― 

●千葉委員長  ないようですので、次に、263 ペ

ージをお開きください。このページから 267ページ
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までは、財産に関する調書でありますので、ごらん

ください。 

   〔発言する者なし〕 

●千葉委員長  以上で、全ての審査が終わりまし

たので、直ちに審査結果の取りまとめに入ります。 

 本会議に報告する委員長の口頭報告並びに文書報

告の文案につきましては、正副委員長にご一任願い

たいと存じますが、いかがでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ声あり〕 

●千葉委員長  異議がありませんので、正副委員

長にご一任願います。 

 なお、委員長の口頭報告並びに文書報告につきま

しては、この会議の全文が会議録に搭載されますの

で、結果のみの報告とすることといたしております

ので、あらかじめお含み願います。 

 次に、採決を行います。 

 認定第 1号ないし第 7号の 7案件について、これ

を認定することにご異議ございませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ声あり〕 

●千葉委員長  異議がありませんので、本 7案件

につきましては、全会一致をもっていずれもこれを

認定することに決定いたしました。 

 以上で、全て終了いたしましたので、これをもっ

て本委員会を閉じます。ご苦労さまでした。 

――――――――――――――――――――――― 

   午前１１時５０分 閉会  
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 夕張市議会委員会条例第27条第1項の規定により、

ここに署名する。 

 

 

 夕張市議会決算審査特別委員会 

 

  委 員 長    千 葉  勝 

 

 


